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関係がみられない。本症では，閉塞性障害を示すも
のが高率にみられるが，肺機能成績と，臨床所見及
びX線所見などより，明らかに肺気腫と思われるも
のは少い。
閉塞性障害高度なものは，病悩期聞が長く病巣が
広汎かつ曙疾量の多いものに多くみられる。手術に
より病巣が完全に切除され，曜疾が消失すると，閉
塞性障害が改善される。 
26.癌の組織培養 
0原沢寿三男，藤本 茂，
渡辺韻，木暮 JI頂ー ，
榎本勝之
癌患者について制癌剤感受性の差異が臨床的に示
唆される。各種の制癌剤感受性テストが現在迄に考
案されているが，それぞれ一長一短を有している中
で，組織培養法を使用した感受性テストが成立する
としたらその場合には次の様な数種の条件が満足さ
れねばならない。 
① 癌組織の培養が可能であること。 
② 	培養してはえて来た細胞に少くとも癌細胞が
含まれていること。 
③ 	それらの培養細胞に対する同一種の制癌剤の
最低障害濃度に個体差が存在すること。 
④ 	乙の最低障害濃度の個体差と制癌剤の臨床的
効果との聞に相関関係が存在するとと。 
⑤ 	制癌剤の副作用も何らかの手段で同時に測定
できる乙と。
等が考えられる。当報告では上記の①②③につい
ての研究を主として細胞形態学的見地より報告した
が，3H -Thymidine による radioau togram による
研究も併せ報告した。 
27.末期消化器癌に対する制癌剤動注法の効果 
0前嶋清，山崎武，
三枝一雄，小倉孝道，
大河原邦夫
制癌剤の副作用を少なくし主腫癌へ高濃度の薬剤
を投与する目的で，われわれは 1963年来胃癌を中 
心に末期消化器癌 63例に制癌剤動脈内投与法を行 
なって来た。今回はとくに胃癌，転移性肝癌を含む
肝腫蕩， n芋頭癌についてその臨床効果及び遠隔成績
を検討した。
まず胃癌では本法施行例4例中適性注入例が 27
例あり，疹痛軽減，食欲允進等の自覚的効果が約 70
%に認められ，レ線像改善，腫癌縮小等の他覚的効
果も 3例にみられた。また遠隔成績よりみても対照
群(制癌剤全身投与症例〉が平均生存日数 68日で
あるのは比し，本法施行例は 157日であり，明らか
に本法が優れていることがわかった。つぎに肝腫蕩
に対し本法施行例は 14例あり，約30%I乙腫癌縮小
を認めた。乙の中には原発巣を切除し，本法施行例
が3例あり，いずれも術後6ヶ月の現在なお生存中
である。勝頭癌について 7例に本法を施行したが対
照群に比し差がみられず今後の検討に待ちたい。
以上末期胃癌，肝腫蕩に対し動注法を行ない本法
が有効であることを明らかにした。 
28.冠状心疾患の外科療法

一特に直接法についてー
 
0中川康次，石黒義彦，
村上和，菅谷健彦，
常泉吉朗，各務正障，
岡田光生，中島伸之，
伊東治武，古謝景春
先に我々は，間接法の各術式に就いて実験的研究
を行い， 1311心筋内クリアランス，ポーラログラフ
を用いてその効果を判定し，更に臨床例にも応用し
て好成績をあげる事が出来た。
今回は特に直接法の一つである，体冠動脈吻合
を，体外循環による低体温下に実験的に研究した。
先ず基礎実験として，左心ノてイパスによる急速低
体温法に就き検討した。食道温 250，._200Cを目標と
して冷却，心操作を加える事なく直ちに加温した結
果，約 70%の生存を得た。次いで常温， 300 C，25 0 
，.200 Cの3群に分けて左冠動脈本幹を遮断，心電図
上 ST上昇発現時間，心細動発生時聞に就いて検討
し，本法に依る低体温法の冠遮断時間延長に対する
効果を確認した。
以上の知見から血管吻合器を用いて，左内胸動
脈，左冠回旋枝の端々吻合を行い，約 80%の開存
率と長期生害犬を得る事が出来た。
29.超音波診断に於ける異常エコーについて
O平形 征，窪田博吉，
和賀井和栄，桑原 久，
北方勇輔，大原啓介
超音波の医学診断への応用は 1940年代に始り，
乳腺疾患，胆石症，心疾患，頭蓋内疾患の診断に於
てその価値が認められて来ている。教室に於ては，
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肝腫蕩及び肝内結石の診断に肝シンチグラム，経皮
的胆嚢胆管造影法等を行っているが，いずれもその
手技がやや複雑であり，適応の範囲が限られ，すべ
ての症例に応用する事ができない。一方超音波Aス
コープ法はその性質上適応を選ぶ必要がないので，
広く肝診断に応用している。
消化器癌及び肝胆道系疾患をうたがわせる 94例
に於て 23例に肝内異常エコーが認められた。 乙れ
等の開腹時所見等による確定診断は，悪性腫療の肝
転移，肝嚢腫，肝内結石，肝硬変，等であったが，
肝エコーグラムのみからはその鑑別は困難な場合が
多かった。これは使用せる東芝製ソノスコープの特
性によるものとも考えられる。超音波診断は肝に於
ても有力な診断法であると確信される。 
30.上腹部手術における術前後の肝機能の推移 
0土屋信，福島元之，
木家豊美，吉原一郎，
長谷川雅朗，市村公道，
横山孝一，小幡五郎 
胆道系疾患 30例について術前術後の血清トラン
スアミナーゼの経過を観察した。その結果， (1)胆
石症で黄痘がない例では血清トランスアミナーゼの
経過は良好である。 
(2)胆石症で黄痘がある例では，単なる胆汁うつ
滞の場合はトランスアミナーゼは比較的経過良好で
あり，肝内胆管炎やうつ滞による変性，壊死等が加
わるとトランスアミナーゼ、の経過は不良である。
(3)胆道系悪性腫蕩では軽度黄痘の場合はトラン
スアミナーゼも軽度障害であるが，黄痘が高度の場
合はトランスアミナーゼ、は経過極めて不良で，短期
間で死亡する ζ とがある。このような場合， ビ、ニ-
Jレチューブによる経皮的肝内胆管ドレナーヲは極め
て有効である。 
31.短食道症に見られた癒痕性食道狭窄の 1手術
治験例
上都賀病院外科 O新島昭二
小幡五郎
症例 58才の男子，約 2年前より食道通過障害を
訴え，レ線検査により横隔膜上約 6cmK狭窄像並
びに潰虜像が見られ，同時に短食道症の合併が認め
られた。良性食道狭窄と診断し，右開胸，開腹によ
り病変部以下の食道を切除し，右胸腔内に於て食道
胃吻合を施行した。経過は良好で術後4週間で全治 
退院した。
本例は短食道症の為K，噴門の逆流防止機構が障
害された結果，逆流性食道炎を起し，潰湯形成より
癒痕性狭窄に迄進展した興味ある症例と思われるの
で報告した。
32.気道狭窄の麻酔
国立がんセンター水口公信 
33.サルコイドージスにおける血清蛋白像
ーいわゆる Sarcoid-stepsを示した 2例一
中央鉄道病院胸部外科長田 浩
サjレコイドージスの血清蛋自分画において， α2' 
s，rの階段的上昇一いわゆる Sarcoid-stepsー が見
られるといわれている。
われわれも最近の 2症例において典型的なとの像
をみとめたので報告する。 
1. 29才，男， 39.7発見，自覚症なし。 X線で 
BHL著明，ダニエル手術によりサ Jレコイド結節陽
性。ステロイドを使用し，比較的短期間で軽快し
た。 39.7，39. 10，40. 3の3回に亘り，櫨紙電気泳
動による蛋自分画をみると，特に後2者で典型的な
Sarcoid -steps像をみとめた。 
2. 22才，男， 40.5より眼症状発現，ついで定 
検でX像l乙BHLと肺野撒布陰影発見， Kreim反応
陽性。この例でははじめ蛋自分画に著しい特長はな
いようであったが， 肺所見の軽快した 40.10 K至
り，典型的な Sarcoid-steps像をみとめた。 
わが国ではまだ報告を見ないので，以上2例の蛋
自分画像を述べ，今後他の検査と併せて追求したい
と考える。 
34.心不全患者に見られた急性胃軸転性イレウス
の 1手術治験例
日立製作所水戸病院 O雁部 敬
漆原 理
患者は 56才，男，数年前から心不全・心臓瑞息発
作を屡々繰返していた。昭和40年10月14日早朝か
ら，誘困なく心宮部激痛・悪心・上腹部膨満を生じ
漸次増悪し午後4時来院した。
診るに，顔貌苦悶状・舌乾燥・両下肢浮腫・脈博
頻数極めて不整であった。上腹部に限局して強く緊
張した著しい膨隆あり下腹部は平坦・軟・グJレ音増
加はない。
X線所見上両側横隔膜の挙上・左季肋部の著明な
